巨人を倒す者
ダビデとゴリアテ
サムエル記第一 17
勝者になるには何が必要でしょうか。技能と運の組み合わせだと言う人もいます。勝者になるには、何かに秀で、懸命に努力し、適切な時に適切な場所にいなければなりません。これが、スポーツにおいて勝者を生み出すものだと人々は言います。
もちろん、人生のすべてがスポーツについてというわけではありません。戦争に勝つこと、あるいは落胆や病気や孤独に打ち勝つことについてはどうでしょうか。恐れや悪い習慣、危険な状況に打ち勝つことについてはどうでしょうか。時には、普通の人々が人生で並外れた試練に立ち向かわなければならないことがあります。克服するのは不可能に思える状況です。このような時のための励ましを見いだすために、私は「小さな人」、「取るに足りない者」が大きな試練に立ち向かい、その日を勝ち取った、よく知られた物語をもう一度語りたいと思います。これはダビデとゴリアテの物語です。
場面 — サムエル記第一 17:1-3
まず、状況を設定しましょう：
¹ ところで、ペリシテ人はイスラエルに戦いをしかけようと軍隊を召集し、ユダのソコとアゼカとの間にあるエフェス・ダミムに陣を敷きました。 ² サウルはこれに応戦するため、エラの谷に兵力を集めて戦いに備えました。 ³ ペリシテ人とイスラエル人は、互いに谷を隔てた丘の上でにらみ合うかたちになりました。
- サムエル記第一 17:1-3
ペリシテ人はイスラエル人の宿敵でした。この民は、一方に地中海、もう一方にイスラエル人の国がある細長い領土に住んでいました。彼らは東にいるユダの手紙ヤ人の隣人を攻撃することによって、絶えず領土を拡大しようとしました。これに加えて、聖書は、神がイスラエル人の不忠実で不従順な行いのゆえに、彼らを罰するためにペリシテ人の攻撃性をしばしば用いられたと述べています。
イスラエルの初代の王サウルが油注がれたとき、彼の初期の軍事作戦の多くは、ペリシテ人を彼ら自身の領土へ押し戻すことを目的としていました。彼が成功すれば、平和が訪れるはずでした。しかし、この平和の期間は長くは続きませんでした。サウル自身が神に背いたため、主はペリシテ人を奮い立たせ、再びイスラエルを攻撃させたのです。今回は、新たな秘密兵器を携えていました。
これは、サムエル記17章を読み始めるときに私たちが目にする状況です。敵対する軍勢は、谷を挟んで向かい合う二つの丘に配置されていました。彼らは互いに見たり聞いたりすることができましたが、戦うためには谷へ下りなければなりませんでした。古代の戦争では、敵対する軍勢が戦闘に入る前に向かい合い、相手を観察し、挑発するのが一つの特徴でした。今日であれば、これは互いに「悪口を言い合う」ことと呼ぶでしょう。ですから、ペリシテ人が新しい戦争の武器を繰り出すのを目にするこの場面が、私たちの前に広がっています。
チャンピオン — サムエル記上 17:4-7
この恐ろしい武器とは、ゴリアテという名の巨人の戦士でした。
⁴⁷ その時、ゴリヤテというガテ出身のペリシテ一の豪傑が陣地から出て来て、イスラエル軍に向き合いました。身長が約三メートルもある巨人で、青銅のかぶとをかぶり、五十七キロもあるよろいに身を固め、青銅のすね当てを着け、七キロもある鉄の穂先のついた太い青銅の投げ槍を持っていました。盾持ちが、大きな盾をかかえて先に立っていました。
- サムエル記第一 17:4-7
長距離武器がなく、戦闘の大半が白兵戦だった時代を想像してみてください。では、この勇士がどれほど威圧的であったかを想像してみてください。男性の平均身長と体重が約5フィート6インチ、150ポンドだった時代に、勇士ゴリヤテは次のような人物でした。
· 身長10フィート（3m）
· 体重400ポンド（180kg）
· 125ポンド（60kg）のよろいを身に着けていた
· 槍の長さは12フィート（4m）だった
· 槍の穂先の重さは15ポンド（7kg）だった
· 盾さえも、別の人に運ばせていた
これが、ペリシテ人がこの戦場で繰り出した秘密兵器でした。どちらの軍のどの人間よりも優れた、巨人の勇士です！
挑戦 ― サムエル記上17:8-11
私たちのほとんどは、心理戦という考えに馴染みがあると思います。敵を落胆させたり混乱させたりするために用いられる策略や考えです。このような方法は、決して新しいものではありません。何千年も前から軍隊はそれを用いており、聖書はここにその代表的な例を記録しています。
⁸ 仁王立ちのゴリヤテは、イスラエルの陣営に響き渡るように大声で叫びました。「よく、こうもたくさんそろえたもんだ。おれはペリシテ人の代表だ。おまえらも代表を一人選んで一騎打ちをし、それで勝負をつけようじゃないか。 ⁹ もし、おまえらの代表の手にかかっておれ様が倒れでもすりゃあ、おれたちは奴隷になる。だが、おれ様が勝ったなら、おまえらが奴隷になるのだ。 ¹⁰ さあ、どうした。イスラエル軍には人がいないのか。おれと戦う勇気のあるやつは出て来い。」
¹¹ サウルとイスラエル軍は、これを聞いてすっかり取り乱し、震え上がってしまいました。
- サムエル記第一 17:8-11
毎日、巨大なペリシテ人の勇士ゴリアテが出て来て、イスラエル人の側から誰か一人が出て来て、一対一で、男と男として戦うように挑んだ（勝者がすべてを得る）。勝った者は主人となり、負けた者は奴隷となった。一度の勝負で、イスラエルの民は自由を失う可能性があった。
この箇所の16節には、この嘲り、つまりこの悪口が、40日間、朝も夜も毎日続いたと記されています。まさに心理戦です！ 誰が巨人と戦えるでしょうか。さらに悪かったのは、巨人がサウルとその軍勢を嘲るために出て来るたびに、イスラエル、すなわち神の民が、一人の男によって辱められ、敗北させられていること、しかも一度も戦うことなく敗北していることを、他の国々が聞いていたということです。ゴリアテが出て来て彼らを打ち負かすたびに、イスラエルの軍勢は、恐れと恥が増す一方で、自分たちの勇気と自尊心が縮んでいくのを感じていました。巨人の呼びかけに応じる勇気のある者は、ただ一人を除いて誰もいませんでした。
挑戦者 — サムエル記第一 17:12-24
12-24節では、物語の展開が変わる中で、筆者は場面に新しい人物を登場させます。ダビデは8人の息子の末っ子です。彼は戦いに行くことを許されず、家に残って父親の羊の世話をしなければなりませんでした。末っ子だったため、父親はダビデを使い走りとして、食べ物を届けさせ、前線にいる兄たちから情報を得させました。この時、ダビデは十代でした。
この時点で、ダビデは羊飼いの少年であり、次に戦場へ、そして父親のために使いに出るとき、自分が直面することになる大きな試練に気づいていません。
変化 — サムエル記上 17:25-37
読み進めると、この謙遜な羊飼いの少年を、史上最も偉大な英雄／勝利者の一人へと変えるために起こる三つのことが分かります。この変化の第一歩は次のとおりです。
1. 彼はその挑戦を聞き、受け入れる
²⁵ 「あの大男を見ろよ。イスラエル軍をなめていやがる。あいつを倒した者には、王様からしこたまごほうびが頂けるそうだ。王女の婿にしてもらえるうえ、一族はみな税を免除されるそうだ。」
²⁶ ダビデは、ほんとうの話かどうか、そばにいる人たちに確かめようと尋ねました。「あのペリシテ人を倒して、イスラエルへの悪口雑言をやめさせた者には、何をしていただけるのでしょうか。全く、生ける神様の軍をなぶりものにするなんて！ いったい、あの、神様を知らないペリシテ人は何者ですか。」 ²⁷ 人々は、先ほどのことばをくり返しました。
²⁸ ところが長兄エリアブは、ダビデがそんな話に首を突っ込んでいるのを聞いて、腹を立てました。「いったい、ここへ来て何をしようというのだ。羊の世話はどうした。とんでもないうぬぼれ屋め。戦見たさに、のこのこやって来たんだろう。」
²⁹ 「僕が何をしたっていうんです？ ちょっと尋ねただけじゃありませんか。」
³⁰ ダビデはほかの人のところへ行って、次々に同じ質問をして回りました。だれからも同じような答えが返ってきます。
- サムエル記第一 17:25-30
今や、軍勢が目に見えて恐れている。あと一日かそこらもすれば、ペリシテ人は谷を越えて、彼らを皆滅ぼしてしまうだろう。彼の兄たちが、自分たちの恥を目撃するために彼がそこにいることに腹を立てていることに注目しなさい。サウル王は、その巨人と戦う者に報酬を申し出ている。実際には、王家の一員となる地位と、それにふさわしい生活を送るためのお金を申し出ているのである。問題は、彼自身がすべきことをしてくれる人を、彼が必死になって探していることだ！
しかし、ダビデはその挑戦を聞き、それを受け入れます。彼は巨人の言葉を聞くだけでなく、問題が何であるかを正確に見抜くことができます。若く、戦いの経験がないにもかかわらず、彼はその侮辱が軍隊や王、さらにはイスラエルの国だけに向けられたものではないことを認識します。その侮辱は実際には神に対するものです。なぜなら、神の軍隊や王を侮辱するなら、神ご自身を侮辱することになるからです。
そして、ダビデの変化は、真の問題が何であるか、そしてそれがどれほど深刻であるかについての幻と理解をもって始まります。
ダビデの変化における第二の段階：
2. 彼は何かをすることを決める
³¹ そのうち、ダビデのことばの裏にある意図をくんだだれかが、そのことをサウル王に告げたので、王はダビデを呼びにやりました。 ³² ダビデはきっぱりとサウルに言いました。「こんなことで何も心配には及びません。私が、あのペリシテ人を片付けましょう。」
- サムエル記第一 17:31-32
ダビデは恐れをもって反応しません。この若者は義憤（聖なる怒り）に燃えています。神を侮辱することはあまりにも間違っており、誰かがそれに対して何かをしなければなりませんでした。彼は、ほかの誰もそうしようとしないなら、自分がそれに対して何かをしようと決心しました。
これにより、私たちはダビデの変化における第三の、そして最も重要な段階に至ります。彼は問題を見て、何かをすることを決意しました。
3. 彼は勝利のために神に信頼を置いた
³³ サウルは言いました。「冗談を言うな！ おまえみたいな小僧が、どうしてあんな大男と渡り合えるのだ。あいつは若い時から鍛え抜かれた戦士だぞ！」
³⁴ 「私は父の羊を飼っているのですが、ライオンや熊が現れて、群れの子羊を奪って行くことがよくあります。 ³⁵ そんな時、私は棒を持って追いかけ、その口から子羊を助け出すんです。もしそいつらが襲いかかって来たら、あごひげをつかんでたたきのめします。 ³⁶ ライオンも熊も、こうしてやっつけてきました。あの、神様を知らないペリシテ人だって、同じ目に会わせてやります。生ける神様の軍をばかにした男ですから。 ³⁷ ライオンや熊の爪や歯から守ってくださった神様は、あのペリシテ人の手からも、私を守ってくださるに違いありません。」
サウルは、ついに首をたてに振りました。「よし、わかった。行きなさい。主がついておられるように。」
- サムエル記第一 17:33-37
ダビデは羊を守っている間に、野獣による危険と死に直面し、素手でそれらを打ち負かしていた！彼は山中で多くの孤独な夜を一人で過ごし、その時間によって神と共に過ごし、守ってくださる神を知り、信頼することができた。違いがあるだろうか。ライオン、熊、それともこのペリシテ人の獣か。ダビデは命を懸けて谷へ下り、戦うつもりだった。そして、羊飼いの少年から戦士への変化が完全に成し遂げられていたので、戦いの準備ができていた。
A. 彼は正しかった
· 神を侮辱することは間違いであり、この男は殺されなければならなかった。
· 「正しさ」はあなたに力を与える。
B. 彼は定められていた
· 行動が必要であり、彼は行動する決断をした。（非常に多くの人が不平を言ったり批判したりするが、行動を起こす人はほとんどいない。）
C. 彼は確信していた
· ダビデは、自分自身や自分の力ではなく、神から勝利がもたらされることを知っていた。それで、彼は正しい種類の確信をもって戦いに臨んだ。
変化は、正しいことを行うと心に決め、正しいことを行う力を神に信頼するときに起こります。
勝利 — サムエル記第一 17:38-52
私たちの物語は、ここで戦いの場面へと戻ります。
³⁸³⁹ サウルは、自分の青銅のかぶととよろいをダビデに与えました。ダビデはそれをまとい、剣を持ち、試しに一、二歩、歩いてみました。そんなものを身に着けたことがなかったのです。しかし、「これじゃ、身動きがとれません」と言うや、脱ぎ、 ⁴⁰ 川からなめらかな石を五つ拾って来ると、羊飼いが使う袋に入れました。そして、羊飼いの杖と石投げだけを持って、ゴリヤテに向かって行ったのです。
- サムエル記第一 17:38-40
初めにサウル王はダビデに自分のよろい、剣、かぶとを与えますが、この装備はダビデには重すぎることが分かります。彼は自分の武器である羊飼いの石投げ器で戦うことを選びます。
· これは、2本のロープでつながれた革の一片に石を置き、頭上で石を円を描くように振り回して投げる速度を生み出してから放す、原始的な投石器でした。
· これは、30メートル以内では致命的で、非常に正確でした。
· ダビデはこのようにして、自分の羊を襲った動物を殺していました。
⁴¹⁴² ゴリヤテは盾持ちを先に立て、ゆっくり近づいて来ましたが、まだ初々しい少年だとわかると、ふふんと鼻で笑い、大声で言いました。 ⁴³ 「杖なんか持って来やがって、おれ様を犬っころ扱いする気か。」彼は自分の神々の名を挙げてダビデをのろい、 ⁴⁴ 「さあ、来い。おまえの肉を鳥や獣にくれてやるわい！」と叫びました。
- サムエル記第一 17:41-44
ダビデとゴリアテは互いに向かい合います。二人は、互いに相手を威圧しようとする二人のプロボクサーのようです。ゴリアテは、イスラエル人が武器も持たないただの少年を自分と戦わせるために送り出したことに腹を立てています。彼はダビデを呪い、彼を殺して、その体を動物に食べさせると脅します。
⁴⁵ ダビデも負けずに答えました。「おまえは剣と槍で立ち向かって来るが、私は天地の主であり、おまえがばかにしたイスラエルの主のお名前によって立ち向かうのだ。 ⁴⁶ 今日、主がおまえを打ち負かしてくださる。おまえの息の根を止め、首をはねてやるからな。そして、ペリシテ人らのしかばねを鳥や獣にくれてやる。すべての国々は、イスラエルに神様がおられることを知るのだ。 ⁴⁷ そしてイスラエルは、主が武器に頼らずにご計画を実現なさるということ、神様のなさることは人間の企てとは無関係だということを学ぶのだ。主はおまえたちを、私たちの手に渡してくださる。」
- サムエル記第一 17:45-47
ダビデは恐れず、ゴリアテに対して呪いではなく、主の御名によって裁きを宣告します。彼は、ゴリアテが主を侮辱したので、彼自身もその軍勢も主によって敗北させられると告げます。これこそ、戦いの武器を持たない十代の少年が遣わされた理由です。勝利の力が実際にどこから来るのかを示すためでした。ダビデは五つの石を持っていましたが、必要だったのは一つだけで、最初の投石でその巨人を打ち倒しました。それから倒れた戦士の上に飛び乗り、彼自身の剣でその首を切り落としました。（これは自分の武器で撃たれるようなものでした。まさに屈辱です。）
ゴリアテの部下たちは、自分たちの秘密兵器が打ち破られたのを見ると、勇気を失って逃げ出し、歓喜するイスラエル軍に追われて自分たちの国境まで戻ります。
要約
文学史家たちは、この物語が、「小さな者」が「大きな者」に立ち向かい、勝利するあらゆる物語の基礎となっていると語っています。この考えは、ここから来ています。しかし、この物語が特別なのは、単にスポーツの試合や戦争に勝つ方法だけでなく、霊的、感情的、そして社会的な戦いに勝つために何が必要かも教えているからです。ダビデの場合、彼がその巨人を打ち負かしたのは、次の理由によります。
1. 彼は神の子どもでした
· ゴリアテとダビデの本当の違いは、大きさや力ではなく、彼らが何者であったかにありました。
· ゴリアテは異教徒であり、冒瀆する者であり、罪人でした。
· ダビデは神に選ばれた民の一人であり、信仰を持ち、従順で、聖なる神の子でした。
打ち勝つ力は、私たちの個人的な強さによるのではなく、神との関係ゆえに与えられます。神があなたの助け主でなければ、ジムでどれほど鍛えても役に立ちません！
2. 彼は神に対して熱心でした
「熱心な」という言葉は、ねたむことを意味します。それは、神の事柄があなたにとって重要であるということです。ダビデは、神の事柄と神ご自身を尊重していました。彼は、神とその民に対する侮辱を憂慮していました。この熱心さが、たとえ相手に圧倒されていても、出て行って戦う勇気を彼の内に燃え立たせたのです！彼は霊的に奮い立っていました！
ノアに箱舟を造らせ、バプテスマのヨハネに宣べ伝えさせ、イエスに私たちの罪のために十字架へ向かわせ、使徒の働きたちに福音を宣べ伝えるため命を危険にさらさせたのは、まさにこの同じ性質です。熱心さとは、キリストのためにただふざけているだけの人々と、キリストのために愚か者となりつつある人々とを分ける性質です。
ダビデは神のための愚か者でした。なぜなら、愚か者、熱心な愚か者だけが、石投げ器を持って巨人と戦いに行くからです。
3. 彼は神に信頼を置いていた
· ペリシテ人は大きさと力だけに頼っていたが、ダビデは神の大きさと力に頼った。
· ダビデは、助けを求めて主を呼び求める者を主が救ってくださることを、経験から知っていた。
ダビデは、救いの神が味方してくださるなら負けるはずがないと確信していました。
さて、あなたは今、約3000年前に起こった出来事である、ダビデとゴリアテの物語を知っています。この戦いを21世紀に持ち込み、次の質問をすることによって、それが今日の私たちに関係があるかどうかを見てみましょう。
"あなたのゴリアテは誰ですか？"
一人ひとりが、毎日、自分自身のゴリアテに立ち向かっています：
· 心配、悪い習慣、家族の問題
· 死への恐れ、お金の問題、性に関する問題
そうです、毎日、私たち自身のゴリアテが朝、私たちと共に起き上がり、出て来て戦うように挑んできます。そして毎晩、私たちが拒んだことをあざ笑います。
あなた個人のゴリアテについて、尋ねさせてください。「あなたは勝っていますか」「もう彼の首を切り落としましたか」それとも、サウルのように、その大きさと力に圧倒され、恐れに身をすくませて後ずさりしていますか。
あなたは本当に巨人を倒す者になりたいのですか？
さて、あなたに良い知らせがあります。あなたは今日、勝利者になることができます！ダビデにとって挑戦と勝利は一日のうちに訪れました。そして、それはあなたにも一日のうちに訪れることができます。ここから、そしてこのように始めましょう：
1. 今日、神の子どもになる
神の子でなければ、ゴリアテを打ち負かすことはできません。そして、水と御霊によって新しく生まれるとき、神の子となります（ヨハネの福音書 3:5）。ここでヨハネが指している水と御霊については、ペテロが、自分が説教したばかりの人々にクリスチャンになるよう勧めたときに、さらに説明しています。使徒の働き 2:37-38で、彼は聴衆に、悔い改めてイエスの名によってバプテスマを受ける者は、罪の赦しだけでなく、聖霊の内住も受けると告げています。このようにして、赦された罪人としての確信と、私たちの内に住んでおられる神の御霊の力によって、私たちは人生におけるゴリアテに立ち向かうことができるのです。
もし......なら、勝利はあなたのものです
2. あなたは神のために熱心になる
良い行い、態度、聖書研究、礼拝、そして他の人々をキリストへ導こうとする努力において、神のために愚か者となりなさい。神への熱心は勇気を生み、勇気は私たちを競技場へと進ませ、私たち自身のゴリアテと戦わせます。
もしあなたが彼の首を切り落とすなら......
3. あなたは最終的な勝利のために神を信頼する
もし神が、地球よりも大きな何十億もの星を創造することがおできになるなら、また、地のちりから人間のいのちを創造することがおできになるなら、確かに神は、あなたに、取るに足りない数人の巨人の世話をする力をお与えになることがおできになります！最終的な勝利が訪れるまでには長い時間がかかるかもしれません。しかし、神に信頼を置くなら、勝利に向かう最初の、そして最も重要な一歩が踏み出されたことを、あなたは知ることができます。
それでは、どうしますか。何を選びますか。戦うために谷へ下りて行きますか。それとも、丘の上にとどまり、恐れたまま敗北しているのですか。今日、あなたは巨人を倒す者になりますか。
